
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】
令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

●全職員による共通理解と共通実
践

●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師８
０％以上にする。
●「授業づくりのステップ１・２・３」を意
識した授業をしていると回答する教職
員を８０％以上にする。

・マイプランを定期的に見直し、取組状況を把握できるように、校
内研修などにより取組の促進を図る。
・共通実践を以下に示す。
①「書く」力を強化するために、日記や条件付き作文などを日常
的に取り入れる。②自分の考えや思いを文章で書く活動を意図
的に仕組む。
・『授業づくりのステップ１・２・３』のパンフレットを配布し、いつでも
使えるようにする。

A

・学力向上対策評価シートのマイプランを全員立て、達
成に向けた取組を心がけている。
・２年生では週末に「作文ノート」に取り組み、３～６年
生は毎日日記を書かせており、少しずつ書く量が増え
てきた。また、「書く」ことに抵抗をもつ児童が減ってき
た。
・９０％の教職員が『授業づくりのステップ１・２・３』を意
識した授業作りに取り組んでいる。

A

・全国学力調査の結果を受けて校内研修を実施し、共通理
解を図った。共通実施に向けて学年ごとの課題克服のため
の取り組みや手立てなどを話し合い、マイプランを見直した。
・学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標を
達成した教師が９０％であった。
・共通実践の一つである「書く力」の育成に向けて、各学年が
継続した取り組みをし、力の伸びを感じることができた。
・９５％の教職員が『授業づくりのステップ１・２・３』を意識した
授業作りに取り組んでいる。授業作りや授業改善に力を注ぐ
ことができた。

○「楽しい授業づくり」の推進 ○「学校の授業は楽しい」と回答する
児童を８０％以上にする。

・「楽しい授業」づくりをめざし、校内研究や日々の授業にお
いて学習課題の工夫をしたり、授業力向上に向けての手立
てを図ったりする。
・教師間の授業参観をいつでもできるようにする。 A

・「学校の授業は楽しいか。」に対して、９２％の児童が
肯定的回答をした。
・授業においては、低学年ではなるべく具体物を活用
し、量感を捉えさせるようにした。算数では学びタイムを
設け、学び合いを意識した授業を行った。
・「授業参観見どころボード」を職員室に掲示し、教師間
でおすすめの授業を参観できるようにした。

A

・「学校の授業は楽しいか。」に対して、９３％の児童が肯定
的回答をした。意欲的に学びに向かう児童が増えている。
・「楽しい授業づくり」を意識して、課題設定の工夫、導入の工
夫など、授業づくりや授業改善ができた。
・教師間での授業参観は継続しているが、活発なものにする
ことができなかった。しかし、いつでも参観できるという風通し
のよい関係であることで、教師の指導力の向上につながると
思われる。今後も継続して取り組みたい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重
する心、他者への思いやりや社会
性、倫理観や正義感、感動する心
など、豊かな心を身に付ける教育活
動

○道徳に関するアンケートにおいて肯
定的な回答をした児童を80％以上にす
る。
○「安心して学校生活を送っている」と
感じる児童を90％以上にする。

・人権集会やお話タイムを実践し、自他の生命を尊重する心や他
者への思いやりの心の育成を図り、学校全体に支持的風土を醸
成する。
・授業参観で、ふれあい道徳授業を実践したり、互いの授業を見
合う交流をしたりすることで、道徳の授業の充実を図る。
・保護者や地域の方と連携した○○体験の実施を促す。

B

・全校朝会で「いじめゼロ宣言」を行い、いじめについて
の認識を高めている。
・平和集会（人権集会）を行い、戦争の残酷さや二度と
繰り返してはいけないことを学び、自分や家族、友達の
命の尊さについて考える機会をもった。
・２学期以降の授業参観で行うふれあい道徳の準備を
進めている。

A

・9月に3年生で高齢者・視力障害者疑似体験を実施した。加
齢による身体的な変化やそれに対する気持ち、またその方た
ちとのコミュニケーションの取り方を学ぶことができた。
・11月の授業参観でふれあい道徳を実施した。家族の大切さ
や命の大切さをおうちの方と一緒に考えることができた。
・6年生が長崎修学旅行で学んだ平和学習報告を各クラスに
実施した。8月の平和集会とつながりがあり、低学年でもよく
理解していた。

●いじめの早期発見、早期対応体
制の充実

○いじめの覚知、認知に係る組織的対
応ができていると回答した教員を90％
以上にする。

・日常的な担任の見取り・情報収集によりいじめの早期発見早期
対応を行う。
・生徒指導・児童支援協議会を毎月実施し、全職員による対応を
協議することで、多角的な生徒指導・教育相談を講じる。
・担任だけでなく、学年主任・管理職・スクールカウンセラーとの連
携を取りながら、児童の指導・保護者対応にあたる。
・５月～２月にアンケート「月の心」を実施し、そのうち６月、１２月
にいじめアンケートを実施することにより、潜在的ないじめに対応
する。

A

・生徒指導・児童支援協議会を毎月実施し、学年グ
ループ毎に発達段階に即した対応を協議した。その上
で、共通理解を図り、実効性の高い対応ができた。
・「月の心」や６月のアンケートをもとに、個別に聞き取
りを行うことで、いじめの早期発見早期対応を行うこと
ができた。担任・学年・管理職・スクールカウンセラーが
連携しながら、児童の指導・保護者対応にあたった。
・８月に教育相談研修会を行い、１０月に教育相談週間
を設ける。

A

・管理職や学年主任、各部会等で情報共有や指導に
おける情報の活用や連携を行った。その結果、R3より
よい学校にするためのアンケートで「いじめの覚知・認
知にかかる組織的な対応ができている」という質問に
肯定的回答をした職員が８８％だった。
・「〇月のこころ」や「いじめアンケート」により早期に対
応することができた。生徒指導・児童支援教育相談協
議会を毎月実施することで、共通理解ができ、いじめ防
止とその解決に積極的にとりくむことができた。

◎自らの夢や目標の実現に向けて
努力する志を高める教育活動の推
進

○「勉強は夢や目標の実現に役立つと
思う」児童を70%以上にする。

・Q-U、ＮＲＴの分析を取り入れ、ＰＤＣＡサイクルを踏まえた
児童理解・学力向上の取り組みを実践する。
・開発的生徒指導の理念による実践を行い、児童に出番・
役割を与え、承認する指導に努める。
・キャリアパスポートを活用し、児童一人ひとりが将来や自
分の生き方についての目標をもち、成長を振り返ることがで
きるようにする。

A

・諸検査の分析を実施し、各学級の分析結果を踏まえ
た、2学期以降の対策を講じることができた。
・委員会活動を中心として、学校に置ける各種課題を
児童の視点から見出し、課題解決を児童自身が話し合
い、対策を講じた。教師は、年間行事等のカリキュラム
を意識して指導した。
・学期の始めと終わりにキャリアパスポートを記入し、
児童の足跡を残し、児童自身の課題を意識させること
ができた。

A

・児童の学習アンケート「勉強は夢や目標の実現に役立つと
思う」で肯定的回答が95％だった。
・委員会活動や有志による実行委員から全校に広げた活動
で、無言掃除や2分前着席が定着し、学校の習慣として定着
した。
・キャリアパスポートによる夢や希望について考える学習を
行ったり、児童自身の過去や将来について振り返る学習を
行ったりした。また、感染症対策を行いながら学習にかかわ
る専門家の話を聞き、職業について考える時間を設けた。

●望ましい食習慣と食の自己管理
能力の育成

○「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒90％以上にする。

・「早寝早起き朝ごはん週間」の実施を通して基本的生活習
慣の定着を図る。
・自分の健康を維持するために、各学年の応じた栄養素指
導を行い、食事の大切さを学ばせる。
・給食運営委員会・献立委員会を行い保護者へ給食への理
解を図る。

B

・「早寝・早起き・朝ごはん」アンケートを６月に実
施した。毎朝朝ごはんを食べて登校する児童は、
８５％であった。アンケートの結果と朝ごはんの大
切さについては、２学期の給食だよりで保護者へ
伝える予定である。給食献立委員会で給食献立
作成の方針や子どもの時から大切な適塩の食生
活について保護者へ伝えた。

B

・１０月に行ったアンケートでは、毎朝朝ご飯を食べてくる児
童は９２％であった。「早寝・早起き・朝ごはん週間」を実施
し、規則正しい生活ができているか児童に確認させ、食育や
体作りの大切さを全校に呼び掛けることができた。
・今年度は、児童に担任と学校栄養職員とのＴＴの授業を行う
ことができなかったので、来年度は実施して望ましい食習慣
について児童に考えさせていきたい。

●業務効率化の推進と時間外勤務
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。

・職員会議の1時間以内実施。（2日前資料配布・事前部会
開催）
・データの共有化と整理整頓の徹底を図る。
・定時退勤日を設ける。
・業務記録を有効活用し、各自の意識を高める。

B
・会議の短縮や通知表の２期制等、業務の効率化は進
んでいる。時間外業務時間については連絡会を通じて
周知を図っているが、十分ではない。（４～７月の月平
均45時間以上が16人で55%）定時退勤日の徹底と日常
業務縮減に係る見直しについて取組を進めていく。

B
・「業務の効率化に努めている」と回答した教職員は
96％と高い。しかし「時間外勤務時間の上限が守れて
いる」と回答した教職員は60％にとどまった。来年度
は、定時退勤日の徹底と時間外勤務時間の各自の意
識を高める有効な手立てを模索していく。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

◎郷土学習「思斉学」の積
極的な取組及び交流・体験
活動の充実

○郷土に誇りをもち、小・中交流や
地域との連携を通してよりよい社会
を築こうとする児童の育成

○「久保田町に誇れるところがある」と
回答する児童を90%以上にする。
○「小中合同の交流・体験活動は楽し
い」と回答する児童を80%以上にする。

・社会科・生活科・総合的な学習の時間、その他体験活動等
で積極的に地域の施設や人材を活用した授業を実施する。
・委員会活動や児童会・生徒会活動を中心に、学校の課題
を解決するために小中合同でできる活動を考え、実行する。
・１０月に地域の清掃活動として、小中合同ボランティアを計
画し、実施する。

B

・２年生・生活科「ドキドキわくわく町たんけん」、４年生・
総合「久保田博士になろう」、５年生・総合「お米博士に
なろう」では、地域の特性を生かした体験活動を行っ
た。児童は、地域の発展の歴史や、地域の産業を支え
る人々の努力について学ぶことができた。
・合同ボランティアについては、小中学校それぞれの委
員会で役割分担し、計画を立てている。

B

・「久保田町に誇れるところがある」と回答した児童が８
６％であり、目標の９０％とほぼ同等だった。また、「小
中合同の交流・体験活動は楽しい」と答えた児童は約
５０％でした。今年度は、コロナ禍の状況の中、小中合
同のボランティアをはじめ、中学部との交流の実現が
なかなか難しかった。リモートや少人数など、形態を工
夫しながら、地域連携や小中連携を進めて行く必要が
ある。

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○個に応じた支援に係る取組(共通理
解、保護者対応、職員研修)ができてい
ると回答した教員を80％以上にする。

・夏季休業中に講師を招聘して小中合同研修会を行ったり、特別
支援学級の授業参観及び授業研究会を行ったりすることで、職員
全体の意識を高める。
・配慮を要する児童に対しては個別の指導計画を作成し、適宜話
し合い及び見直しを行う。また、必要に応じて、教育支援会議を
行ったり、巡回相談や専門家チームの派遣を利用したりして、より
よい支援を行う。

A

・8月に小中合同研修会を行い、特別支援教育に関す
る理解をはかる。また、10月に特別支援学級の公開授
業を行い、さらに職員の意識を高めていく。
・配慮を要する児童の個別の指導計画は100％作成し
ている。また、必要に応じて保護者との話し合いの際に
は、コーディネーターが一緒に話に入り、医療機関や関
係機関とつないだ。

A

・特別支援に関する研修を行ったり、特別支援学級の
公開授業をして意見交流を行ったりすることで、特別支
援に関する職員全体の理解を深めことができた。
・個別の指導計画を必要に応じて見直したり、支援の
必要な児童に対して、適宜教育支援会議を開いて関係
職員で話し合いを行ったりすることでよりよい支援に生
かすことができた。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価

学校名 佐賀市立思斉小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・全ての項目で「概ね達成できた」（Ｂ評価）以上の結果となった。これは、コロナ禍の中、計画を見直しながらも職員で共通理解のもと工夫した教育活動に取り組んだ成果だと考える。
・校内研究を中心に全職員で共通理解・共通実践を意識しながら授業改善することができた。小中連携学力向上地域指定事業２年目として、「問い」を重視した単元指導計画や授業展開について研究を深め、授業公開
を行った。児童の学びの質を高めるような授業づくりを継続していきたい。
・今年度は、様々な場面で地域との交流や小中合同の交流が制限された。次年度は、リモートや少人数など、形態を工夫しながら地域連携や小中連携を進め、社会に開かれた教育活動や心の教育を充実させていきた
い。
・カリキュラムマネージメント、業務の効率化を進め、職員の時間外勤務時間を短縮するよう努める。週末の定時退勤の徹底を図る。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

１　前年度

　　評価結果の概要

○　「学び」の成果については、小中連携学力向上地域指定事業一年目として、各教科の授業における指導力向上をめざし、「問い」を重視した単元指導計画や授業展開について研究を深めた。小３年国語、小６年体育の授業実践が提案された。学習状
況調査結果からは、読解力・思考力・表現力の向上について引き続き、授業改善を図る必要があるため、今後もPDCAサイクルに基づき、学力向上に係る具体的方策について見直し、実践に取り組む。
○　「育ち」の成果については、特別支援教育に係る個別の支援会議を定期・臨時に開催し、適切な支援や校内体制について都度、改善を図ってきた。今年度は年間を見通した支援体制について、年度当初に特別支援チームと交流学級との連絡を中心
に、学校全体でよりきめ細かな支援体制づくりに取り組む。いじめ防止に係る調査や認知事案への対応については、学級担任や生徒指導担当を中心に、報告・連絡・相談を密にして解消に向けて取り組んできた。年間16件の認知報告を行った。Q-uテス
トの結果を生かし、開発的生徒指導の観点から児童一人一人に役割を与え、集団生活への満足度を向上させることができた。
○　「誇り」の成果については、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、地域人材を活用した授業実践や体験活動に十分取り組むことができなかった。また、読み語りボランティアの活用、地域の祭りへの参加など、地域との連携の機会も自粛・中止によ
り減少した。小４年で毎年行っている「思斉学検定面接」については実施できた。今年度は、地域人材リストを更新し、コロナ禍においても可能な範囲で地域とのコーディネートに係る体制づくりに取り組む。
○　学校運営に係る業務改善については、自発的勤務時間の上限45時間を平均では下回ったが、個別には超過する職員が毎月4～5名程度いる。今年度は適正な勤務時間の管理に加え、仕事の質の向上を図るため、業務内容について定期的な点検・
改善を行い、働きがいのある職場づくりに取り組む。

２　学校教育目標
　　　　　　　　　　　　　『見賢思斉』の精神で　たくましく未来を切り拓く児童の育成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～小中一貫教育の推進を通して～

３　本年度の重点目標
①　目標や夢の実現に向けて努力する児童             ②　学ぶ意欲をもち、自ら考え行動する児童            ③　自他のよさを理解し、よりよい人間関係を築く児童

           ④  心身の発達について理解し、健康な心身をつくろうとする児童            ⑤　郷土に誇りをもち、郷土の文化や伝統を大切にする児童


